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3．排土均平板は，イソボリュートカープにしたが，

材質が鉄製のためその働きは充分認められないが，地表

土が左右に，スムースに流れさえすれば，円孤または直

線的にしても良いと考えられる。

4．排土均平板の作用は良く，車輪跡の満都は．完全

阻解消された。

5．覆土の厚さも，ほは一定で，極端な無覆土あるい

は厚過ぎによる発芽不良は，認められなかった。
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6・欠株は前年度で車輪跡部が22％前后．その他の条

でも10％以上みられたが，本年度は，各条とも5％以下

で，かなり大きな効果が認められた。

7・この跡消し装置を，このままの主要で（とくに．

寸法，角嵐材質および取付け位置）グレソドリルに装

着し，完成品とするまでは種々検討を加える必要がある

が，基本的な考想としては，充分実用に供し得ることが

確認された。

外国製直流型コンバインの改良に関する考察

岩渕　竜夫・青田由之佐・橋本　文雄

（宮城県刻試）

1ま　え　が　き

農業構造改善事業は，農業所得の増大を期するため着

々と進行してきているが，そのなかでとくに乗用トラク

ター．コソパイン，ライスセンターなど大型機械の導入

が必要となってきた。

乗用トラクター等はすでに実用化されているが．刈取

り，脱穀の作業については4～5年前から外国製コソパ

インが輸入され本格的に使用されてきている。

しかし輸入コンバインの中にも，バウツT600コンバ

インのように選別ロスが10～20％とかなり多い機種もあ

り，またインターナショナル93コンパイソのように2～

3％とロスが極めて少ない機種もあるので，今回は丙コ

ンバインの選別部につき，機構的に比較し考察してみ

た。

2　コンバイン選別部諸元

第1表　パウツT600コン㌧ペイソ及びインターナショ

ナル93コン㌧ペイソの選別部諸元
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3　作　業　結　果

第2表　バウツ600コンバインの作業結果

亡1
日ロ 名

散
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第3表　インターナショナル93コソパインの作業結果

注　パウツT600コンパイソの成績は1963年のもの

で，インターナショナル93コン㌧ベイソの成績は1964

年のものである。

4　む　　す　　ぴ

インター93コン㌧ペイソのロスに比べ，バウツT600の

ロスがかなり多いことが認められるが，パウツT600コ

ンバインの総ロスのうちササリ粒が約50％をしめてい

る．これはストローラックの長さ，揺動数．節目の大き

さ，シリンダーピーターカーテンの高さなどが原因と思

われる。

今回はストローラックの後部に今までのような打ち抜

きの筋目ではなく，ライザーロットにより日の大きさが

調節出来る1000％のストローラックを接ぎたす。

揺動数については，現在の165回／minをプーリーの交

換により　240回ノmin前後の速さに上げる。

またストローラックの節目が15％の打ち抜きになって

いるが，これを30％の広さにする。

シリソダービーターカーテンは上下の調節が不可能な
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第1園　バウツT600コンバインとインターナショナ

ル93コソパインの損失比較

ので，上下の調節が出来るようにする。

なお作業中シリンダービーターフィンガーグレートか

ら多量のわら厨がグレソパンにおち，チャフシープに送

られるためチャフシープの目がつまり，選別性能が悪く

なるので．フィソガーグレートカバーを取付け，シリソ

ーダーからの穀類及びわら厨を直接ストローラックに送

りこむようにする。

以上の点につき改良を加えて試験を実施し，かつロス

の軽減が得られない場創ま，シリンダーの回転数及び現

在の最低進行速度が0．30m／secと少し速いように思われ

るので，ミッショソプーリーの交換により2．0m／seeぐ

らいの速さにし，今後パウツT600コンバインのロス

が極めて少なく実用に供し得るよう改良する予定であ

る。


